
村

松

畑

椚

文
柏駅

文

松

畑

椚

文

文

文

文 商

水戸街道
野馬
土手

開墾の道

一般車
タクシー
バス

バース　　動線

※ ( ) 内はバース数 [ 台 ]

【凡例】

　〔西口Ⅰ期〕
　・高島屋本館前のバス停を駅前に移設
　・タクシープールを駅前に集約
　・不足している一般車バースを増設

1 階平面図 S=1/3000

←

↑高速 (1)

降車
(2)

降車
(3)

降車
(2)

企業
(2)

企業
(2)

乗車
(1)

乗車
(5)

乗車
(7)

乗車
(2)

乗車
(1)

乗車
(2)

サンサン通り

元町通り

高
島

屋
フ

ラ
ワ

ー
通

り

西口本通り

あさひ

ふれあい通り

ハ
ウ
デ
ィ
モ
ー
ル

←一方通行

一方通行
（搬入車時間帯限定）

　〔東口Ⅰ期完〕
　・不足している一般車バースを増設
　・企業バスバースを増設
　・一般車とバス・タクシーの動線分離

１５－①

歩行者動線
【凡例】

むすびめ (10 年後 )

むすびめ (20 年後 )

いられるコモンスペース

使えるコモンスペース

サンサン通り

元町通り

野
馬

土
手

高
島

屋

フ
ラ

ワ
ー

通
り

西口本通り

あさひ
ふれあい通り

ハウディモール

デッキ階平面図 S=1/3000

レ
イ

ソ
ル

ロ
ー

ド
（

野
馬

土
手

）

百貨店

百貨店

百貨店

東武
鉄道線 JR 線

南口改札

中央改札

新設
中央改札

北口改札

商業
クラップかしわ
（飲食フロア）

TeToTe

アミュゼ柏→

←
第

一
小

商業

商業

東西自由通路

PLOT ABC

病院

むすびめ
（ローズ広場）

むすびめ
（クラップ広場）

むすびめ
（レイソル広場）

a

b
c

d

e

f

分散している交通機能を駅前に集約することにより、アクセスが容
易になるとともに、歩行者の安全も確保されて利便性が向上する。

４－６階
市役所
( 市民課・都市計画系 )

２－３階
商業・飲食

駅前交通網再編による利便性向上人々の活動意欲を高める多様な広場とコモンスペース
10 年後の柏の「むすびめ」は、そごう跡地とペデストリアンデッキ上下からなる広々とした「クラップ広場」、
野馬土手を継承しつつレイソル通りの小商いに誘う「レイソル広場」、東西自由通路の機能強化に併せて整備さ
れ百貨店の華やかさに包まれる吹抜空間「ローズ広場」が生まれる。各広場には、人々の居場所となる「いら
れるコモンスペース」と、予約制のレンタルスペースとして運用される「使えるコモンスペース」があり、人々
の好奇心と寛ぎの空間となる。イベント時は複数の広場を同時利用することでまち中に賑わいが広がる。

都市の軸線上に「むすびめ」をつくる
既存の通りの軸線を延長してできる交点をまちの「むすびめ」とし人々の
居場所となるオープンスペースを配置する。駅前空間と後背市街地は、軸
線やヴォイド、階段によって視覚・空間ともにむすばれる。まちには見る
見られる関係が自然とうまれ、駅前の活力がまち全体にひらかれていく。

クラップ広場

レイソル広場

ローズ広場

デッキ下でアカペラの練習 クラップ広場と連携したサッカーイベント

スケボーの練習を見ながら談笑

多様なアクティビティを叶える

緑豊かなテラスから駅を眺める 百貨店が「むすびめ」に顔を出す

むすぶ 人と人、人とまちをむすぶ多様なコモンスペースに人々の様々な活動が駅前にあふれ、
柏祭り・パブブリックビューイングなどのハレの日には市を象徴する祝祭空間となる

ダブルデッキの記憶を残しながら地上とデッキが一体となれる広場へと生まれ変わる１０年後の柏

視点 a

視点 c

視点 b

視点 d

視点 e

視点 f

東口広場空間再編
JR上空整備（建物・北改札）

また むすんで、また ひらいて

かしわでひらく（２０年かけて）

かしわでむすぶ（今から１０年で）
・市民の思いをきっかけに柏市が主体となって駅東口の再整備に取り組む
・鉄道事業者や百貨店も駅の集客力向上のために win win の形で協力
・そごう跡地には郊外に移転していた市役所機能も駅前に戻ってくる

・東口と鉄道上空の再編をきっかけとして　　西口再開発が駅前
　広場拡張と合わせて動き出す
・既存の百貨店も地上の　　西口駅前広場整備、　　デッキレベ
　ルでの軸線延長に協力しながら、路面空間の充実、増床を実現
・　　防火建築帯では建物更新を兼ねた中層規模の連鎖型
　建替えが進む
・それぞれ通り毎の主体的な動きと結びついて
　　　様々な沿道整備・活性化の輪が駅周辺から広がる
・駅周辺では駅前整備、沿道整備から波及した緑化を含
　む　　環境配慮型の都市型居住環境が整備されていく

デッキレベル軸線整備

西口本通り
トランジット

モール化 西口駅広
拡張

駅広拡張に
伴う百貨店
建物再編

柏一小
リノベ活用

柏一小通り
沿道再開発

・市街化調整区域内の低地の緑地帯に建てられた病院や学校な
どの施設は浸水対策と利便性向上も兼ねて駅周辺にサテライ
ト機能を設ける

・柏スタジアムのパブリックビューイング機能も駅前広場に設
けて多くの市民に観戦環境を提供する

・緑地帯と市街地は街路樹などでつなげ、地域の緑のネット
ワークづくりに貢献する

・郊外部にある市役所等の公共施設のサービスも駅周辺に集約
していくとともに、教育環境を再編し、新たな教育プログラ
ムを柏第一小跡地で展開する

・豊四季台などの計画開発地と駅との公共交通を確保しつつ、
住宅地内で充足できないサービスは駅前で提供する

防火建築の
更新を兼ねた
連鎖型建替え

駅広整備
連動再開発

東葛通り拡幅による
通学路と活性化

かしわで「むすんで、ひらいて」
柏駅周辺地域には、まちの成長に伴い蓄積された人々の暮ら
しやすさを支える魅力がある。一方で、まちの成長がしばら
く停滞しており、まちの象徴であった商業施設が相次いで業
態転換している。
そして今、「皆があこがれ、住みたい・住み続けたい、訪れ
たいと思うまち」の実現に向け、改めてまちをひらく時期が
訪れようとしている。
まちをひらくため、まずはじめに柏の魅力や人々をむすぶ。
むすびめ同士が影響し合うことで、まちが再び成長を始める。
世代や属性を超えて、むすんで、ひらいてを繰り返し、まち
は更新し続ける。

～20年で終わりではなく、その後もむすんで、ひらいてを繰り返し、まちは更新し続ける。

柏一小～アミュゼ
の機能連携

サンサン通りは
新駅広への

主要アクセス路

ハウディモール
も歩行者優先化

駅広と元町通り
も直結

あさひふれあい通り
高質舗装化

フラワー通りの車は
駅広アクセスと切離す

水戸街道の
歴史的

環境整備

市街化調整区域
開発地のサービス

機能を集約化

手賀沼

大堀川

大津川

【豊四季台など】
住民サービス
を駅前と連携

【柏スタジアム】
パブリックビューイングなど

駅前にも観戦環境整備

行政・教育機能の再配置
駅前でのサテライト機能

街路樹による
緑のネットワーク

駅周辺のまちづくりと公共交通網の再整備により
中心市街地→郊外住宅地→大堀川/手賀沼/大津川
で囲まれた緑地帯というまちの構造を明確にする

駅周辺整備によるまちのコンパクト化

柏駅周辺には様々な商店会や町会など、これまでのまちを牽
引してきた組織に加え、大手鉄道会社や百貨店等のプレイヤー
が駅前の開発を進めてきた。まちの成熟期を迎えて久しく、
これからのまちのあり方検討が求められている。

JR東日本

町会D

町会A

町会A

町会B

町会B

町会C 駅前通り商店街振興組合

柏市役所通り商店会

柏二番街商店会

柏二番街商店会

駅前通り商店街

柏市
東武鉄道 百貨店

大手民間企業

再開発準備組合

再開発準備組合 まちづくり団体

JR東日本

柏市

東武鉄道

百貨店

大手民間企業

まちづくり団体

むすぶ
「カシワむすび手の会」組成

・・・

・・・

町会A

町会C

町会D

町会A

再開発組合
西口商店会

柏市役所通り商店会

柏一小通り商店会

駅前通り商店街
あさひ通り商店会 協栄商店会

カシワむすび手の会
駅利用者市民

イベント
参加者

むすぶ むすび手の会による
駅前広場の利用・イベント実施

連携

連携

ひらく 駅前広場の活用を通じ、
各町会・商店会の活動が人々へ開かれる

町会
町会

町会

商店会

商店会
商店会

カシワむすび手の会

ひらく まち全体へのむすびめの波及
新たなむすび手たちの参画

むすぶ
コミュニティ間交流

賑わい還元

連携

むすびめ

むすびめ

むすびめ

( まちづくりのきっかけ )
「カシワむすび手の会」の組成

(まちが成熟し暮らしやすい環境である反面 )
プレイヤーはいるが変化・成長が起きない現状

 （今から10年で）

「むすび手の会」と地域コミュニティの連携
（20年かけて）
まちのあちこちに「むすびめ」が生まれ、世代や
属性を超えたむすび手たちがまちをひらき続ける駅前地権者を中心としたプラットフォームを

組成し、まちづくりのきっかけ作りを行う。

そごう跡地は ...?

デッキどうする ...?
再開発どうなる ...?

たまり場が無い ...

学生時代に
柏で暮らす

ひらく

ひら
く

ひら
く

ひらく

むすぶ
むすぶ

むすぶ

イベントで世代を
超えて仲良くなる

一度柏を離れるも
地元に戻る

生まれも
育ちも柏

住みよさを
求めて転入

街の広がり
人の活動

変化をきっかけに成長してきた柏
柏の成り立ちは手賀沼や下総台地の環境、恵み
を活かしながら、江戸時代の水戸街道の整備、
小金牧の開墾を基盤としている。
まちとしての成長は誘致運動により現在の常磐
線柏駅が 1896 年に開業してからで、それ以来、
時代ごとに発生したきっかけをもとにその時代
に応じた成長をしながら現在に至っている。

成長（ひらく）
1896

常磐線柏駅
開業

きっかけ（むすぶ）

1923
東武鉄道開通 1924

東葛飾中学
校開設

1954
柏市誕生1955

柏の大火

1965
市役所移転

1956
駅西口開設

国道6号開通

1908
千代田尋常
小学校創立

1971
イトーヨー
カ堂柏店1973

柏そごう
スカイプラザ
ダブルデッキ

高島屋柏店
丸井柏店移転

1974
長崎屋柏店
新装開店

・鉄道の利便性を背景
に農村集落からまち
へと成長

・東口に市街地が形成
される

・学校などの公共施設
も設置される

・大火後に防火建築帯
の新しいまち並みが
復興

・急速に宅地化が進み
人口増加

・西口も土地区画整理
事業により開発が進
む

・大型店の進出や二番
街のアーケード導入
などにより商業集積
が高まる

・全国初の市街地再開
発事業、デッキ整備

・千葉県北西部の中核
都市に

1950 年代～

1890年代～

江戸時代～

1970 年代～

柏駅周辺地区は複数の鉄道路線が乗り入れたことを契機に、新しいまちとして発展
してきた。全国初の市街地再開発事業やペデストリアンデッキなど先進的な都市整
備の実績を有している。ただ、大規模施設の郊外への立地、つくばエクスプレス沿線
の開発も進むなど、近年は柏駅周辺を取り巻く状況も大きく変わってきている。

駅前の更新期を迎えている今、柏がこれまでに育んできた人と人、人とまちとの関
係性を、駅前で「むすんで」、放射状の通り沿いにまち全体へと「ひらいて」いく。街
のあちこちで「むすんで、ひらいて」が繰り返され、それぞれを称える柏手があちこ
ちで響き合う。

これまでは通りごと、事業主体ごとに進められてきたまちづくりが、連携して一体的
に進むことで、柏は地域を牽引する魅力と誇りにあふれたまちへと深化していく。

～変化を繰り返しながら多世代が響き合うまちに～



手賀沼へ

0

【凡例】

50 100 150 200m

対象区域

柏手（かしわで）
人々の主体的な活動

ハウディ PLOT TYPE の波及
ハウディ PLOT TYPE を周辺商店会で
展開し、各通りらしくひらく

バス路線

１５－②

　〔西口Ⅱ期〕
　・不足しているバスバースを適正数に増設
　・一般車、タクシーバースも増設

　〔東口〕
　・Ⅰ期で整備完了

降車
(2)

降車
(3)

降車
(3)

降車
(3)

高速
(1)

企業
(2)企業

(2) 乗車
(1)

乗車
(7)

乗車
(2)

乗車
(2)

乗車
(9)

東武線
北口改札

東武線
駅前広場

一般車
タクシー
バス

バース　　　動線
【凡例】

サンサン通り

高
島
屋
フ
ラ
ワ
ー
通
り

西口本通り

あさひ

ふれあい通り

ハウディモール

← ←

一方通行

一方通行
（搬入車時間帯限定）

1 階平面図 S=1/3000

JR 北口改札と東武線北口改札を設け、中央・南口も含めた駅周辺
の回遊を促す。西口（Ⅱ期）により適正バース数の確保が完了。

※適正数は「駅前広場計画指針　新しい駅前広場計画の考え方」および「バスピーク時台数
　（本競技質疑応答書）」　をもとに算出

バス

タクシー

一般車

乗車
降車
高速バス
企業バス
乗車
降車
プール

東口
適正数
8
2
0
1
1
3
11
6

現況
6
8
0
1
1
0
15
12

Ⅰ期完
8
2
0
2
2
3
15
8

西口
現況
5
2
1
2
1
0
9
1

Ⅱ期完
9
3
1
2
2
3
16
13

適正数
9
3
1
2
1
3
12
7

Ⅰ期
5
2
1
2
1
2
15
9

バース分類

※ ( ) 内はバース数 [ 台 ]
ノマドテ広場

（レインガーデン）カシイチ通り

アミュゼ柏

手賀沼交通広場

貫通通路貫通通路
商業
市役所
市役所
市役所

クラップ
かしわ

かしわでホール

JR 線路
←カシイチ BASE

緑の少ない駅前市街地の中に、人々の憩いの場や地域に生息する生き物の生育場として、まとまった緑や水辺を配置
　鳥：シジュウカラ、ツグミ、メジロ、カルガモ
　虫：アゲハチョウ、アキアカネ

サンサン通り
レイソル通り→

駅前の活気が通りに波及するように、デッキの上下に多様なコモンスペースを配置

←西口本通り

百貨店

東武線ホーム JR 線ホーム
いられるコモン

市役所
クラップ
かしわ

中央改札

元町通り→

市役所
市役所
商業
商業自由通路いられるコモン

いられる
コモン

交通広場

駐車場
使えるコモン

駐車場
AA’ 断面図 S=1/2500（縦 2倍） BB’ 断面図 S=1/2500（縦 2倍）

ローズ広場
クラップ広場

駐車場

かしわでホール
（ピッチイベント）

かしわでホール
（ミニシネマ）

かしわで
（ピ チイ

ノマドテ広場
（レインガーデン）

西口交通広場
バスターミナル

かしわハイライン

緑化された跨線橋

立体駐車場
柏の文化の礎を感じる

ウェルネス広場

いられるコモン

使えるコモン

辻広場
柏神社を望める道の整備

いられて使える
コモン跨線橋

バーカロ小路

14m

歩道
店舗 店舗

東葛通り /道路拡幅あさひふれあい通り /スラローム

あさひふれあい通りはスラローム化による車両のスピード抑制
を図り、東葛通りは道路拡幅による安全で快適な通学路を整備。

西口本通りは沿道建物の更新に伴いト
ランジットモール化し一般交通を抑
制。建物１階はコモンとしてまちにひ
らき、歩道と一体のコモンを創出。

西口本通り /トランジットモール

歩行者専用化に伴い沿道商店の１階を
セットバックし、多様なコモン空間を
創出。食べ歩きや買い物を楽しめる。

ハウディモール /歩行者専用道路

8m
1.5m
0.5m
3m
0.5m
2.5m

歩道 車道 歩道 歩道 車道 車道

12m
2.5m 3m 3m 2.5m

0.5m0.5m

歩道 歩道路肩 車道 路肩

15m
3.5m 1m 3m 3m 1m 3.5mオフィス オフィス

上位計画を踏まえ駅周辺に市役所
機能の一部を移転。そごう跡地は
本庁舎として利用。カシイチ
BASE、かしわでホールと連携し、
機能を徒歩圏に集約し広域分散問
題を解消。むすびめ広場や使える
コモンの利活用を官民一体となっ
て推進。カシイチ BASE のスター
トアップ企業の上場をサポートし
新しい産業振興を推進。市役所の
環境配慮型建築物と駅前の施設や
広場一帯で防災拠点機能を強化。

カシイチ BASE
［教育委員会］

かしわでホール
［貸会議室］

TeToTe
［子育て部門］

くらっぷかしわ
［市民課］
［都市計画系］

本庁舎

アミュゼ柏
［文化系］
［福祉系］

むすびめ各広場
使えるコモン
［ﾚﾝﾀﾙｽﾍﾟｰｽ］

防災拠点

市役所機能と駅前空間の連携

まちづくりガイドラインを体現するハウディ PLOT TYPE を起点に賑わいをひらく。

小商いを育て繋ぐ場 　
 ●コラボショップ
   ・衣食住でプロ＋アマチュア協働の場 ( 学び合う )
 ●チャレンジショップ
   ・コラボのステップアップで自立を試す
 ●ASOBI のスタートアップ
   ・映画館・劇場だった歴史の場所で試す
　 ミニシアター・小劇場・まちなか広場

～ ～
“らしい” 店誘致＋育てる企画＋商店会をつなぐHUB　
  ●商店会不動産
    ・地域のホットな不動産情報を交換する場
    ・PLOT Ｂのプロとアマチュアをコーディネート
    ・チャレンジ卒業者を商店会へコーディネート
    ・店の備品コーディネート ( 店⇔カシイチ BASE）

柏プライドを感じる場
 ●防火建築帯博物館（アーカイブ）
    ・ファサード再生
    ・調査研究結果の展示と保存
    ・他都市の防火建築帯資料
  ●商店 (cafe)＋アート系ギャラリーを誘導　　

柏の大火から力強く復興を遂げた商いの歴史と記憶を次世代に伝える「まちかど博物館」は、防火建築帯固有の意匠を再現して新築。
「かしわでマーケット」は、新規事業者のチャレンジショップや周辺商店会とのコラボなど、事業者や住民のコミュニティを形成し、
来街者の好奇心を刺激する場。歩行者専用化であちこちに商店会の井戸端となる「いられるコモン」が生まれ、活性化と新陳代謝に貢献。

～ ～辻広場
ハウディモールと柏神社をつなぐ

　まちなかをつなぐ

カシイチ
BASE

柏駅

むすびめ
各広場

まちなかシアター
むすびめと

PLOT A PLOT B

PLOT C

いられるコモン柏神社

都市計画道路

ハ
ウ
デ
ィ

モ
ー
ル

元
町
通
り

サ
ン
サ
ン
通
り

レ
イ
ソ
ル
通
り

西口本通り フラワー通り
高島屋

各商店会

あさひ
ふれあい通り

市民
来街者

旧水戸街道

工作設備を新たに付設し各教室を工房に再利用して、モノづくり系のスタートアップ企業を
むすぶ。校庭や体育館を利用してワークショップ等のイベントを企画し活動を地域にひらく。

商業 広場

通常の市街地再開発 ひらかれた市街地再開発

住宅

カシイチ通り

住宅

広場広場

機能を集約し
閉じた状態

周辺地区と連携し賑わいを醸成する
エリアを設けて収益性を向上し、
ボリュームの分散を可能にする

広場 商業

住

り

住宅 エリア外の周辺地区と
連携するエリア

⼩規模住宅

東口、北改札とつながるとともに、西口駅前広場の拡張、
駅前の物販・医療サービス機能の強化など、野馬土手の記憶
を継承しながら新たなエリアに生まれ変わる。

柏駅と小学校を結ぶ軸として栄えてきた通りは、小商いと小規模住宅が向かい合ってひらく。
いくつになっても学び、チャレンジする多世代の人々が集う、職住近接のコミュニティを形成。　　　　　　　　　　ー１０年で東口駅広整備が進んだ後ー

西口北地区再開発エリアとハウディモールからまちがひらき始
める。さらには駅周辺に波及し放射状道路にも変化が広がる。
まちのあちこちで柏手　  が響き合う活気あふれるまちとなる。

むすびめを起点にひらかれたまちは、人々の主体的な活動がにじみ出し、柏手が響き合う

旧柏第一小学校

専門学校

百貨店
駐車場

諏訪神社

ホテル

百貨店

病院

集合住宅

集合住宅

高齢者向け
住宅

百貨店

百貨店

JR
北口改札

いられる
コモンスペース

使える
コモンスペース

東武
北口改札
（1階）

ビオトープ

市役所一部機能
（教育委員会等）

柏市役所・
商業複合施設
（旧そごう跡地）

柏神社

全体配置図 S＝1/2500

旧水
戸街
道

ハウディモール
二番街

元町通り

レ
イ
ソ
ル
ロ
ー
ド

西口本通り

あさひふれあ
い通り

東
葛
通
り

高
島
屋
フ
ラ
ワ
ー
通
り

サンサン通り

JR
中央改札

柏MODI

東武
南口改札

JR
南口改札

東武
中央改札百貨店

東葛飾中学
高等学校

TeToTe

アミュゼ柏

立体駐車場

長全寺

東口
交通広場

西口
交通広場

屋外シアター

すべり山

B

B’

A’

A

商業施設

商業施設

柏

放課後に生き物観察
トンボが飛び交う

特別教室を利用したラボ

雨水の地下浸透と憩いの場を
兼ね備えたレインガーデン

芝生でのんびり
アコースティックライブ

ぐるぐる蚤の市
ー昔のものが、今に出会うー

コンテナカフェで
塾までの暇つぶし

フリンジパーキングで
歩きたくなるまちへ

歩くのが楽しくなった帰り道で
ふらっと一杯

仕事帰り、市役所窓口
で住民票をゲット

駅近のレストランで
次の移動も楽々

ウラカシの古着市で
掘り出し物を発掘

地元の友達と久々に語らう

チャレンジショップ
で広がる輪

イベント終わりの
ゆる呑み交流

青空ヨガで
ママ友と交流

金曜の夜はビール片手に
星空上映会

シェアサイクルポート
から手賀沼サイクリング

とれたて野菜の直売所で
お得に買い物

月に 1回の交流会で
商店会どうし切磋琢磨

地元のお年寄りが
まちの歴史をレクチャー

こども会でミニ縁日

日課の散歩ついでに
健康器具で運動

レイソルのアウェー戦
パブリックビューイング

ショッピング後バスが
来るまでちょっと一息

ロッカールームで道具の貸出
コモンでの活動が快適

鳥のさえずりが
聴こえる緑地

マツを植樹し
かつてあった柏の顔を復元

定期で開催される
移住相談イベント

月に 1回開催されるマルシェ

微地形を活かした
休憩所でまったり

コモンでの様々な活動を
感じられるカフェ

四季折々の花を楽しめる緑

h

g

i

視点ｇ 視点ｈ

視点 i
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